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30歳代 女性【症例】

〈主訴〉

S(subjective)  主観的情報

＃1 腹痛 ＃2 不安感 ＃3 肩こり・頭痛

＃1

＃2

＃3

上腹部の痛みや痞え 下腹部の痛みや張り

対人で緊張した時や空腹時などに起こる

ほぼ毎日 5回程/日
排便で軽減

出産後、抱っこをする影響か肩こりがひどくなった（L≒R）

頭痛（側頭、頭頂）は数回/月起こる ズキズキとした痛み

息子のこと、自身の体調や将来に対する不安 夜間に増強

〈診断名〉

〈医療機関〉 Aクリニック（内科・心療内科・精神科／月1回）

適応障害



〈現病歴〉

X−19年 高校進学も上手く馴染めず、腹痛による欠席が多かった
B胃腸科 「過敏性腸症候群」→ 西洋薬の内服

X年3月 当院初診

X−4年

Aクリニックへ変更 「適応障害」 → 主に漢方の内服

X−2年

COVID-19罹患後に症状増悪、退職

X−13年 海外に1年留学 体調よく最も自分らしく過ごせた

X−1年

妊娠、男児出産（妊娠高血圧症候群、大学病院で帝王切開）

X−8年 不安感からバスに乗車できず 胃痛・嘔気伴う
Cクリニック 「抑うつ状態」→ 漢方・抗うつ薬の内服



〈家族歴〉

〈アレルギー〉

〈生活歴〉

祖父：高血圧 祖母：高血圧・肺がん

2歳の息子と2人暮らし 未婚 無職

花粉症 化粧品

〈嗜好品〉

医師から小麦製品を控えるよういわれている
鶏肉をよく食べる ポテトチップス、ポップコーンが好き

〈食生活〉

飲酒（−） 珈琲（−） 喫煙（ー）＊妊娠前は喫煙

〈既往歴〉 過敏性腸症候群 妊娠高血圧症候群 帝王切開

〈検 査〉 胃カメラ 3回 腹部エコー 1回 → 異常なし



〈心理社会的背景〉

• 両親は、子供が1人くらいは公務員になってほしかったと思っている？！

• 自然豊かな地域で育つ

• 両親は仲が良い ともに公務員

• 長女、弟2人

• 両親から 「早く仕事して、親の背中を見せないと！」といわれる・・・

• 叔母はよき理解者、ほぼ毎日連絡をとり合う

• 対人の場面で不安感や緊張が強くなる

• 外食の途中で具合が悪くなり帰ることもある



〈服薬・サプリメント情報〉

 大建中湯 7.5g/日（分3）  日本キナーゼ

Aクリニック

D耳鼻咽喉科

 モンテルカスト錠 （アレルギー治療薬） 10mg 1回/日就寝前

 ルパフィン錠 （アレルギー治療薬） 10mg 1回/日就寝前

 ムコダイン錠 （去痰薬） 500mg  3回/日毎食後

 メジコン錠 （鎮咳薬） 15mg    咳が強い時

※実際は花粉症の症状時適宜服用

 イニチウムアイ

市販薬
 イブ （解熱鎮痛薬） 頭痛時

当院初診の
少し前から摂取



Initium I (イニチウム アイ)
ケイ素 × フルボ酸 × 海洋深層水含有カプセル

体内に溜まった有害物質の排出を助ける
体内のリズムを整え、健康維持をサポートし、
肌の調子を調える効果が期待される

アマゾン

https://www.bing.com/ck/a?!&&p=dd2461a1275ada8e9520ba20899d72f113631c442a75d23ce325491a75c8b1a1JmltdHM9MTc4Nzk2MTYwMA&ptn=3&ver=2&hsh=4&fclid=30534095-7fd4-65d1-14c2-4f487e066487&u=a1aHR0cHM6Ly93d3cuYW1hem9uLmNvLmpwLyVFNiVBMCVBQSVFNSVCQyU4RiVFNCVCQyU5QSVFNyVBNCVCRUxpTkstSW5pdGl1bS1JJUVGJUJDJTg4JUUzJTgyJUE0JUUzJTgzJThCJUUzJTgzJTgxJUUzJTgyJUE2JUUzJTgzJUEwJUUzJTgyJUEyJUUzJTgyJUE0JUVGJUJDJTg5L2RwL0IwREpUWFJCV0w&ntb=1


BMI ） 21.3

【客観的情報】

血 圧） 124/72 mmHg

脈 拍） 100 bpm

O(objective)  客観的情報

体 重） 58.0 kg

身 長） 165 ㎝



【四診による情報】

脈 診） 数軟

舌 診） 歯痕 苔質やや暗紅（舌辺紫暗 舌尖紅）

望 診） やや焦燥感あり

聞 診） 発声力あり

舌苔白～黄やや膩 舌下静脈やや怒張

X年4月［6診］



飲 食） 食欲なし 温かいものを好む

二 便） 排尿 日中8～10回 夜間2回

睡 眠） 中途覚醒 多夢（不快で怖い内容） 約6時間

その他）浮動性眩暈（頭頂部のフワフワ感） 首から上のぼせ イライラ

月 経） 30日周期 1～2日目は経血量多く血塊あり・月経痛あり

＊鍼灸の受療経験有

排便1～2回/日 軟便（ブリストル便形状スケールBSS:タイプ5）

腹 診） 臍上悸 胸脇苦満 左下腹部に圧痛 全体的に張って拒按 （腹巻）

切 診） 足部冷感・発汗 全体的に筋緊張強い（僧帽筋・前腕伸筋群）

下腿浮腫（夕方） 高音の耳鳴り



【治療】

〈主な治療穴〉

太衝 陽陵泉 足三里 三陰交 内関 手三里 中脘 肩井 百会 風池 膏肓 脾兪

［弁証］肝脾不和 肝気犯胃 心脾両虚 気滞血瘀

［治法］疏肝理気 健脾和胃 安神寧心 舒筋活絡

〈刺激方法〉

① 置鍼 15分 （ 0.14～0.18mm × 30～40mm 深度 数ｍｍ～10ｍｍ）

② 温灸器 （ e-Q チュウオー社製）：下線経穴

③ 赤外線照射（ 足部 腹部 背部 ）
④ マッサージ ( 頭頚部 肩背部 )

〈得気〉 なし

〈頻度〉 月2～4回

P(plan)  治療計画

A(assessment)  評価

e-Q

温熱刺激 3段階
低温:47℃ 約5秒
中温:51℃ 約2.5秒
高温:60℃ 約3秒



【経過】
X年3月［初診］ アロマ芳香浴をしながら傾聴 施術後「スッキリした」

［２診］ 肩井・膻中にパイオネックス貼付

［４診］ 嘔気 低気圧頭痛（側頭部）→ 率谷追加

X年4月［６診］ 腹痛軽減 不安感 NRS:5～6 肩こり軽減

［３診］ 落ち着いた表情 不安感 NRS:6 桂枝加芍薬湯

［７診］ 腹痛程度・頻度ともに軽減 足部温暖、発汗（−）

Aクリニックへ 施術報告書送付

全人的苦痛:5～6（初診10と仮定） 柴胡桂枝乾姜湯

周囲からも「元気になってきた」といわれる



スピリチュアル的

苦痛

全人的苦痛 (トータルペイン)

10

X年3月
（初診）

5～6

X年4月
（7診）

精神的
苦痛

身体的
苦痛

社会的
苦痛

不安
うつ状態
怒り
いらだち
恐れ
孤独感

痛み
その他の身体症状
ADLの低下

家庭
仕事
経済
人間関係
社会との繋がり

生きる意味・価値
自己存在
死生観
自責の念



X年6月［12診］ 嘔気、みぞおちの張り 腹部エコー異常なし

［10診］ 息子の弁当作りで 前夜から不安・緊張、中途覚醒
肩上部のこりより 前胸部の張り・苦しさ

［11診］ 息子が手足口病に罹患 → 心配が腹部に影響

不安感 NRS:7 多夢 頭痛（ー） 眩暈（−）

X年5月［９診 ］ 腹痛は夕方に数回 頭痛あるも内服なし

不安感 NRS:7 HADS：不安 17点 抑うつ 7点

［14診］ 腹痛1回のみ 腹部に軟らかさ 頭痛ありイブ服用

不安感 NRS:5 月経前イライラ

主治医からは「適当でいい」と助言

［13診］ 腹痛1回のみ 前胸部の張り・苦しさ → 気戸追加

不安感 NRS:5 多夢 腹式呼吸提案 半夏厚朴湯



HADS

Hospital 
Anxiety and Depression

Scale

不安・抑うつを評価

左列（不安）と右列（抑うつ）
それぞれ各項目の点数の合計点を28から引く



X年7月［15診］ 腹痛は気にならず 低気圧頭痛 眩暈（揺れる感じ）

不安感 NRS:8.5 動悸 咽喉のつまり

HADS：不安 17→19点 抑うつ 7→13点

「全身の力が抜けて、熟睡できた」

［16診］ 主治医からは季節性の体調不良では？ 五苓散

［18診］ 腹痛（−） 嘔気 半夏瀉心湯

不安感 NRS:4 動悸（－） 咽喉のつまり

希望によりアロママッサージ40分（頚肩背部・下肢後面）

不安感 NRS:4～5 咽喉のつまり（−）

神道・霊台に圧痛 → 追加

次回受診時に主治医に相談を



不安感 NRS:8（地震直後）→ 4

X年8月［19診］ 7/28 熊本地震後、約3週間ぶり

腹痛1回のみ 軟便不変 嘔気とのぼせ軽減

主治医より 「レスポンス良くなった」

HADS：不安 17→19→7点 抑うつ 7→13→4点

X年4月［6診］

X年8月［19診］X年4月［6診］ X年8月［19診］X年4月［6診］

外食できる

全人的苦痛:5（初診10と仮定）



不安感 NRS（施術前）他

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

＊息子の弁当作り
前胸部張り
中途覚醒・多夢

X年3月 4月 5月 6月 7月 8月

HADS
不安17点
抑うつ7点

HADS
不安19点
抑うつ13点

HADS
不安7点
抑うつ4点

（診目）

柴胡桂枝乾姜湯大建中湯 五苓散半夏厚朴湯桂枝加芍薬湯 半夏瀉心湯

↑
＊地震

落ちついた
表情

頭痛
嘔気 腹痛↓

肩こり↓

足部冷え(-)
足底発汗(-)

腹痛数回
頭痛↓
眩暈↓

頭痛(-)
眩暈(-)

嘔気
心窩部張り

頭痛

腹痛気にならず

頭痛 眩暈
動悸
咽喉のつまり

*息子 手足口病
腹痛再燃

腹痛1回のみ
腹部軟らかい

［アロママッサージ］

動悸(-)
咽喉のつまり

腹痛(-)
嘔気

腹痛1回
嘔気↓

サプリメント



【考察】

 腹痛を含む肩こり、頭痛、眩暈、耳鳴りなどの身体的症状が軽減した
ただし、漢方内服やサプリメントの摂取も行われており、鍼灸による効果と
断定することはできない

 不安感NRSやHADSの点数は低下しているものの、さまざまな心理社会的
ストレスにより再び悪化する可能性がある

 身体的症状の軽減は、不安感の軽減につながったと考えられた



 施術の中で、身体にふれながら話を聴くことができた（鍼灸治療の特徴）
アロマテラピーなども取り入れ、リラックスできる環境づくりを心がけた

 評価方法について
・心理的な評価においてHADSを活用し、可視化できた点はよかった
・NRSやHADSは初診時に確認していないため、比較が困難
・腹痛などの消化器症状に関する評価が必要

【良かった点と限界・反省点】

 不安や緊張に至る考え方へのアプローチ、認知行動療法的手法が必要か

 主治医に鍼灸受療について報告できたこと
患者の安心にもつながった



【症例から得た主要な教訓（まとめ）】

 機能性消化管障害に対して、鍼灸治療は非薬物療法としての補完的
役割の一助になる可能性が考えられた
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